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＊実測体亜より算出したエネルギー所要量に対する比率一　　　・　　・1　’』
　　　　図4．皮下脂肪厚（SFT）と摂取および消費エネルギーとの関連
る摂取エネルギー比率（A／C）は，1，皿グループと
もに，98．4　，　．・　99．6％とほぼ所要量に一致したのに対し，
皿＋IVグループのみが919％となり，「肥っている，肥
りすぎ」を意識してか多少，摂取量を制限している傾
向がうかがえた。消費エネルギー雪については，同様に
比率（1∋ノC）を計算．したところ，1，皿および皿＋W
の3グループとも，97．3，97．4および97。3％と近似値
を示した。tt－　　　　　　　　　．∵’
　次に，図4aに示すごとく，　SFTと摂取ゴネルギーと
の閤には何ら相関は見出されなかった。またlSFT
と消費エネルギ〒との間では，r．　＝　－e．07Sで相関は見
られなか，たものの，図4bのごとく，　SFT値が小，
すなわち「やせている」対象からSFT値が大なる「肥
りすぎ」の対象まで，個体のエネルギー所要量にそれ
ぞれ対応したエネルギーを消費していることが明らか
となった。
4．まとめの考察
　生体外より摂取したエネルギー量と，放出および体
構成のエネルギー量とは，言うまでもなく平衡関係に
あるごとが望ましい。エネルギーの放出は，労働一運
動等で全エネルギーの25彩を占あ，大部分は熱に変換
されるといわれている。　　　　　’　　　・’．
　当該対象者の食物摂取状況調査から得られた摂取エ
ネルギー量（1，939」：310koaユ／日）は前回の対象群1》のそれ
、（1，914±298kcal／日）とほぼ一致し，他の主要栄養素の
所要量に対する充足率，および食糧構成に対する食品
群別摂取比率を比較したところ顕著な差はみられなか
った。そこで，今回は摂取エネルギー量の裏づけとし
ての食物摂取状況の詳述は省いた。
　1日の消費エネルギ丁量を知るために対象各人の02
需要量を測定することは実際的には不可能に近い。．そ
れゆえ，本研究においては一般的に利用されている生
活時間調査法によったが，消費エネルギー量をいかに
適確に数量化するかはT食物摂取状況調査と同ee；iも
しくはそれ以上に困難な作業である。種々な因子が考
慮されなければならないが，連続3日間という拘束時
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間を考えて，図1に示すような調査用紙を作成した。
このような背景をもっ数値であるが，全対象者34名の
　1日当たり消費エネルギー－mはSFT値の大小にかかわ
らず，各個体に対応したもの（on　4　b）であり，実測
体重より算出したエネルギー所要鼠に対する比率は，
橿取エネルギーのそれに比し，個入差が著しく小さか
った（CV，6．2％）。エネルギー代謝，特に滋礎代謝に
は種々な影響因子があげられているが，食物摂取量の
多少やモの質も一要因である。鍵常者の場合は，基礎
代謝は各個体に対応して生体の健康を維持する方向に
変化するme従って，上記の結果は基礎代謝鰍ではな
く消質エネルギー凪であるが，摂取量の多少もある一
定の範囲内であれば生体の自律機能によりエネルギー
消費が増進したり抑制されたりして，その個体に対応
したエネルギー消費がなされていることを意味する数
値といえるのでなかろうか。また，もう一つの要因とし七，
RMRと体重当たりkcalとの相関は，女子20～29歳で
r　＝O．941と高い4）が，消費エネルギー量の算出が体重
を基準としているため，体重の大の対象ほど消費エネ
ルギー量が高値となることはまぬがれない。
　対象34名とは別に，特例であるが身長1　58．Ocm，実測
体重80・2kg（推奨体重52、61eg，＋52．5％）の女子学生の
SFT値は82．5m（TSF　27．5nm＋SSF　55．Om）であった。
本調査時の1日当たり摂取エネルギ・－hiは1，208　kca1
であり，日常1，200kcal程度に制限して，本学家政科
食物専攻，栄養士養成課程に学んでいる。「工日当たり’
消費エネルギー量は，体重が大なので3，210kcalにも
なる。代謝，内分泌異常に基づく結果であろうが，こ
のような肥満者にとっては体脂肪の減少がいかに大変
な事であるかを実証している一例である。　、、
　本研究におけるSFT値21．O　一一　62．5㎜までの34名の対
象はいずれも健常者であるゆえに，各人忙応じたエネ
ルギー出納のバランスが維持されている実態が明白と
なった。今後更に，生体の活動状況に，より接近した
総エネルギー消費量を測定する方法，すなわち心拍数
記録装置を用いるHR－VO2方式12）等をとり入れて検
討を重ねてゆきたい。1　閣’』　L　　．一一
　　　　　　　　　要　　　約　　　　・、　．
　健康な食物専攻女子学生（19～21歳），34名を対象
に摂取および消費エネルギーの実態を把握し，皮下脂
肪厚（SFT）との関連について，　SFT値により3グルー
プに分けて検討して以下の結果を得たe
　工）全対象者の体位は，平均身長159．3±4．7　cm，平
　　均体重5a2±4．9hgでSFTの平均値は40．1±8」㎜
　　であった。
　2）1日当たり摂取エネルギーの平均値は1，939±310
　　kca1となり，その食物摂取状況については前回の
　　対象群Dと顕著な差は見出されなかうた．
　　　　　3）1日当たり消費エネルギー一蝿の平均値は1，96Lg
　　±213kcalで，ユ1項目に分類した行動別に各々の
　　消費エネルギー比率を出して3グループ閣で比較
　　したが，そのパターンはほぼ同じてあった。
　4）SFT値と1日当たり消費エネル＄；一量の相関に
　　っいては，全対象者で，「身のまわりの用事」の項
　　目にのみ，負相関（P＜0．G5）一一が認められた。
　5）全対象者の1日当たり消費エネルギー量は，S
　　FT値の大小にかかわらず，各個体に対応したもの
　　であり，実測体重より算出したエネルギー所要量
　　に対する比率は，摂取エネルギーのそれに比し，
　　個人差が著しく小であった。i
　終りに臨み，エネルギー代謝に関して，種々御教示
を賜わりました国立栄養研究所，橋本勲先生1ζ厚く御
礼申し上げます。また，皮下脂肪厚の計測，食物摂取
状況調査および生活時間調査資料の協力を頂きました
本学家政科食物専攻第23回生の皆様に深謝致します。
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